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多様性とイノベーションの価値の関係
○革新的イノベーションを創出するためには多様性は必須であるが、多様性が高まるほど自前主義的な検討
よりも結果の価値が下がる場合が多くなり、多様性をマネジメントするプロジェクトマネージャの存在が重要
ではないか。

＜多様性と創出されるイノベーションの価値＞

図 17
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弁理士の地域遍在性
○イノベーション創出活動のために必要な知財戦略を立てる上で、知見を有する弁理士が不十分な地域も
存在し、他の地域から呼び込む等の支援も重要ではないか。

出典：知財戦略本部 検証・評価・企画委員会（第1回）（平成26年10月20日）資料

図 18
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地域大学の市場につながる強み技術
○大学発ベンチャー企業が各地域ごとに分布が異なっており、これは地域毎の大学の強み分野に依存する
可能性があり、事業化に必要なリソースを地域外からとってくることの必要性を示唆しているのではないか。

出典：大学発ベンチャーに関する基礎調査(平成21年3月) 日本経済研究所

図 19
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知的財産権の偏在
○イノベーションの種となる知的財産権は都市部に集中しており、地方においてどれを活用すべきかを提案できる
人材や、知的財産権を持つ組織と地域を結び付ける人材などを活用し、地域の自前主義を脱する仕掛け
が需要ではないか。

図 20

出典：知財戦略本部 検証・評価・企画委員会（第1回） 平成26年10月20日資料



21

Smart Specialisationの要点
○地域発展のため、産業政策及び技術的な特化を特徴とした戦略を適切に進めることで、生産性・競争力
の向上と経済成長を目指すもの。2009年の欧州委員会報告書Knowledge for Growth において
提唱され、EUの成長戦略であるEurope2020に盛り込まれている。

・産業政策・教育政策・イノベーション政策を統合運用し、ある分野の知識・専門に重点化して、効果的な
知識ベースの公的投資を行う。
・地域からのボトムアップ的なアプローチであり、国からの特定の産業選択という性質は弱い。
・地域レベルで知識ベースの強みを企業家が見出していくアプローチをとりつつ、民間・マーケットが発見する
新しい取組と、政府がポテンシャルを発揮できる案件を見極めて支援していく取組を相互連携させ展開。
・運営に当たっての主要原則として
特定の取組に対するR&D公的投資を集中すること。
籍を置く組織によらず、企業家的なプロセスを重視すること。
バリューチェーンの上流・下流双方にメリットをもたらす技術を重視すること。
国・地域、地域間での一体的な政策調整を重視すること。

・運営者に求められる能力
地域の真の強みを見極める能力
連携が機能するために必要なステークホルダーを巻き込む能力
ビジョンを策定し、実効する能力

＜要点＞

Innovation-Driven Growth in Regions: The Role of Smart Specialisation(2013)を要約

図 21
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Smart Specialisationで地域主導を確立する仕組み
地域イノベーションを定着させることを目的に、地域毎に地域で自律できる体制を構築する

・欧州委員会は各地域が体制構築・運営できるようにサポート
⇒ プラットフォーム(RIS3)を構築し、地域を登録（159地域、22か国、2015年3月）
登録地域の自己アセスメントのためのツールの開発・運営・ワークショップ開催
イノベーション政策に関する情報の提供

＜地域での体制構築プロセス＞

出典：Innovation‐driven Growth in Regions: The Role of Smart Specialisation , 2013, OECD

図 22


